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貢献できるSDGsの区分：

①経口がん治療を受けるがん患者に関する研究
②災害看護教育および被災者支援に関する研究
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【経口がん治療を受けるがん患者に関する研究】
経口がん治療薬は、進行がんに対する治療として生存期間の延長に貢献するが、薬剤の抗腫瘍
効果が高いほど有害事象は高頻度で発症し、患者のQOLを低下させる要因と成り得る。経口がん
治療で外来通院中のがん患者は、医師の診察後は処方を受けて帰宅するため、看護師が外来患
者にケアを提供する機会は乏しい場合が多い。
そのため、次の受診まで有害事象の症状やそれに伴う生活への影響があったとしても、相談する
ことなく自己判断の対処をして過ごすことにより、症状の悪化や生活行動を制限している現状があ
る。これまで、分子標的薬治療中の肺がん患者のQOLについて、質問紙調査とインタビューを行い、
有害事象を伴う患者の体験およびQOLについて明らかにしてきた。今後は、経口がん治療を受け
る進行がん患者の有害事象に関わるセルフマネジメントに必要な支援内容を明らかにし、支援プロ
グラムの構築および支援ツールの開発に取り組む。

【災害における被災者支援に関する研究】
日本は自然災害が起こりやすい環境にあり、近年の頻発する地震や豪雨による被災者の心身

の健康や生活、地域にもたらす影響は甚大であり、災害看護への期待も大きい。そのため、看護基
礎教育における災害看護学の教育内容の構築および被災者への支援に関する研究に取り組む。

研究概要

①医療機関と連携した経口がん治療による有害事象を受ける進行がん患者の有害事象に関わるセル
 フマネジメント支援
②看護基礎教育および現任教育における災害看護教育
③災害による被災者の復興に向けての再構築への支援

産学連携の可能性（アピールポイント）

教員情報URL  https://sun.ac.jp/researchinfo/katahono/

①分子標的治療中の肺がん患者の有害事象による生活体験, 日本がん看護学会発表
②分子標的薬治療中の肺がん患者のQOLの変化-skindex16を用いた検討-, 日本がん看護学会発表
③病院との災害訓練における学生の学び, 長崎県立大学看護栄養学部紀要, 20, 2022

関連情報

外部との連携実績等

①日本災害看護学会ネットワーク活動委員会調査・調整部委員
②日本看護系大学協議会災害連携教員
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